
第８回移動等円滑化評価会議東北分科会

岩手県ひとにやさしいまちづくり推進協議会
及びひとにやさしいまちづくり推進指針の

概要について
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岩手県ひとにやさしいまちづくり推進協議会について

１ 本協議会の概要

２ 委員の構成

ひとにやさしいまちづくり条例（平成19年条例第

74号。以下、「条例」という。）第35条第１項の規
定に基づき、ひとにやさしいまちづくりの推進に関
し調査審議するため、知事の諮問機関として設置。

【令和８年現在の委員の構成】

・ 条例第36条第１項の規定により、本協議会は、
委員30人以内をもって組織。

・ 同条第２項の規定に基づき、県民、事業者、学識
経験を有する者その他適当と認める者のうちから
知事が任命。

・ 同条第３項の規定に基づき、委員の任期は、２年。

・ 現委員の任期は令和８年８月１日～令和10年７
月31日

内容等人数(人)属性

団体推薦２人５学識経験者

・ユニバーサルデザ
インによって配慮さ
れるべき立場
・団体推薦９人

10福祉団体等

・ユニバーサルデザ
インを推進するべき
立場
・団体推薦５人

６
事業者団体
等

団体推薦１人１教育関係

団体推薦２人２医療関係

団体推薦２人２福祉施設

団体推薦２人２行政
２公募
30計
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岩手県ひとにやさしいまちづくり推進協議会について ②

３ 協議会の実施内容

（１）会議における主な議事

・ ひとにやさしいまちづくり推進指針の策定・進捗管理について
・ ひとにやさしいまちづくりの主な取組について
・ 希望郷いわてモニターアンケート ひとにやさしいまちづくりに関する意識調査結果に
ついて
・ まちづくりユニバーサルデザインガイドラインについて 等

・ 性的マイノリティ（LGBT等）の脚注をより適切な表現にしてほしい
・ 「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」についての記載がない。

・ 誘導ブロックについて、案で「配慮」としているが「確保」ともう少し踏み込んでよいのでは？
・ 「行政職員が理解を深めて、支援に関わる一人一人の資質を高めて行く」という表現にする
のはどうか。
・ 行政と民間のよりよい連携のため、それぞれの立場での理解促進を図っていく必要がある。
・ 交通機関の維持・確保だけでは、ユニバーサルな公共交通の推進には必ずしもつながって
いかないのではないか。 （→バリアフリー化という表現に修正）

（２）委員からの主な意見① 〔R６協議会：ひとにやさしいまちづくり推進指針（2025 
～2029）策定 R６.９.６開催、R６.２．13開催〕
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岩手県ひとにやさしいまちづくり推進協議会について ③

３ 協議会の実施内容

（２）委員からの主な意見② 〔R６協議会：ひとにやさしいまちづくり推進指針 （2025
（続き） ～2029）策定 R６.９.６開催、R６.２．13開催〕
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・ 外国人が医療機関を受診する際に通訳の手配を支援して受診機会の拡大につなげるな
ど、外国人の方々の生活上の不便さの解消になるような配慮の視点をもってほしい。
・ 当事者参画を行っている自治体数を指標として設定したのあれば、市町村に期待される
役割を追記してほしい。 （→「政策形成過程への当事者への参画」という表現を追記）

（３）委員からの主な意見③ 〔R7協議会：まちづくりユニバーサルデザインガイドライン
への意見照会 R8.1.20開催〕

・ 写真の撮影場所を示してほしい。
・ 整備後の維持管理の視点も盛り込むべき。
・ 困りごと別に参照できる索引を工夫してほしい。
・ PDFだけでなくテキストデータも提供してほしい。
・ 性的マイノリティやジェンダーに配慮した表現へ改善してほしい。
・ 聴覚障がい者向けの非常時情報伝達に関する記載を充実して
ほしい。
・ トイレ案内や館内案内表示をさらにわかりやすくしてほしい。

条例に定められた所掌事項

○ ひとにやさしいまちづくりの
推進に関し調査審議するため
の、知事の諮問機関であるも
の。

○ 協議会は、調査審議のほか、
この条例の実施に関し知事に
意見を述べることができる。
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ひとにやさしいまちづくり推進指針（2025～2029）の概要

１ 指針の性質

２ 推進期間

令和７年度～令和11年度 （５か年）

（１）県の行動指針

県がユニバーサルデザインの考え方を様々な分野の施策に

取り入れ、ひとにやさしいまちづくり施策を総合的かつ計画
的に推進するための行動指針として、ひとにやさしいまちづく
り条例（平成19年岩手県条例第74号）に基づき策定するも
の。

（２）県民、事業者、民間団体、市町村のガイドライン

県民、事業者、民間団体、市町村が、県と共通の認識の下、
連携、協働しながらひとにやさしいまちづくりに取り組むため
のガイドラインとしての性格を併せ持つもの。

・平成27年度～平成31年度
・令和 ２年度～令和 ６年度

【これまでの策定状況】
・平成 ８年度～平成12年度
・平成13年度～平成20年度
・平成21年度～平成26年度

ユニバーサルデザインの7つの原則

原則１ 公平に使用できること

原則２ 使う上で、柔軟性があること

原則３ 簡単ですぐ使えること

原則４ 感覚で情報がわかること

原則５ エラーに対する許容性があること

原則６ 労力が少なくて済むこと

原則７ 近づきやすく、使用しやすい大きさ

と空間であること

ノースカロライナ州立大学ユニバーサルデザインセンター所長
ロナルド・メイス氏が提唱
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ひとにやさしいまちづくり推進指針（2025～2029）の概要 ②

３ 指針の基本的考え方

（１）目指す姿

（２）基本視点

ひとにやさしいまちづくりへの県民全体の参画により、全ての人が、個人として尊重
され、自らの意思に基づき自由に行動し、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保
される地域共生社会

インターセクショナリティ

○ 交差性。年齢、性別、障がいや性的指
向など、様々なアイデンティティが交差
することで、差別や排除、生きにくさなど
の社会的困難がより複雑化・増幅するこ
とがあるという視点。

○ 単一のアイデンティティへの配慮や支
援だけではなく、多角的な視点から、一
人ひとりの状況に寄り添う姿勢が必要
です。

① 多様な利用者の参画促進及び対話のプロセスの重視
信頼関係の構築、課題の共有、お互いのニーズの理解、すり合わせ
など、双方向で十分な議論により合意を目指していく建設的対話が重
要です。

② 取組の発展的推進（終わりなき取組）
インターセクショナリティの観点を踏まえ、「終わりなき取組」として、
常に見直し、改善に取り組む姿勢が重要です。

③ さりげないデザインへの配慮
誰が使っても違和感がなく、自然に受け入れられる、ユニバーサル
デザインの考え方に基づくさりげないデザインや必要とする人が分かり
やすいような配慮が必要です。

④ 柔軟で持続可能な取組
それぞれの状況に応じ、できるところから、柔軟かつ、持続可能なも
のとして取り組んでいくことが重要です。
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ひとにやさしいまちづくり推進指針（2025～2029）の概要 ③

４ 施策の具体的な推進方向

施策の具体的な推進方向（項目）推進方向 ５つの柱

（１） 意識啓発の促進 （２）学ぶ機会の充実

（３） 人材・組織の育成

１ 全ての人が個人として尊重され、自らの
意思に基づき自由に行動し、あらゆる分
野の活動に参加することを可能にする
『ひとづくり』

（１） まちづくり全体 （２） 公共的施設・建築物

（３） 交通機関等 （４）道路 （５）住宅

（６） 観光地 （７）公園・水辺空間等 （８）商店街

２ 全ての人が安全かつ円滑に移動でき、
快適に過ごすことができる 『まちづくり』

（１） 製品開発 （２）製品利用３ 全ての人に使いやすい 『ものづくり』

（１） 情報発信方法の工夫 （２）情報発信内容の充実

（３） 情報化対応

４ 全ての人が必要な時に必要な形で受け
取ることができる 『情報発信』

（１） 雇用・労働環境整備の促進

（２） 誰もがあらゆる分野で活躍できる環境づくり

５ 全ての人が多様な分野で主体的に活
躍できる 『参画』
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ひとにやさしいまちづくり推進指針（2025～2029）の概要 ④

（１）県が担う役割

ア 推進体制の整備
イ 進行管理
ウ 先導的な取組の実践
エ 各主体の取組支援
オ 市町村との連携

ひとにやさしいまちづくりの推進には各主体が自らの役割を認識し、お互いに連携・稼働しながら、主体的、

積極的に取り組んでいくことが必要です。

5 推進主体の役割

（2）県民に期待される役割

ア 身近なことから主体的にまちづくりへ取り組む
イ 建設的な提案やボランティア参加で活動の輪を広
げる

（3）事業者に期待される役割

ア 啓発や人材育成に積極的に取り組む
イ 多様な利用者の意見を反映する仕組み作り
ウ 利用者等と連携し推進の中心的役割を担う

（4）民間団体（自治会・NPO等）に期待される役割

ア 住民や民間団体が連携し、普及啓発やネットワーク化、
改善提案を通じてまちづくりを推進する。

（5）市町村に期待される役割

ア 住民参画や民間団体との連携を進め、県と協力し推
進体制を整えまちづくりを推進する。

6 推進指針の見直し

推進指針は、令和11年度に新たな指

針を策定するほか、必要に応じて見直し
を行うこととします。

ひとにやさしいまちづくりシンボルマーク
「人」が楽しそうに街を歩いている姿とハートで、全ての人が自由

に歩ける「やさしい街」を表現しています。また、「人」は、「iwate」
の頭文字を意味しています。
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まちづくりユニバーサルデザインガイドライン
について

岩手県県土整備部建築住宅課
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「まちづくりユニバーサルデザインガイドライン」とは

すべてのひとにやさしいまちづくりを実現するため、「ひ
とにやさしいまちづくり推進指針」の４つ基本視点に基づ
き、ユニバーサルデザインの考え方に基づくまちづくりを
進めていくにあたって、主に設計者や施工者等のまちづ
くりに携わる方々に向けたガイドラインとして、平成16年
に策定したものです。
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まちづくりユニバーサルデザインガイドラインの改訂（令和８年３月）
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改訂の背景

・近年、社会情勢の変化や価値観の多様化に伴う、まちづくりに求められる視点の大きな変化

・「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」の改正

（令和６年４月施行）

・「高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」の基準改正

（令和７年６月施行）

・ひとにやさしいまちづくり推進指針の改訂（令和７年３月）

これらを踏まえて、「全ての人が安全かつ円滑に移動でき、快適に過ごすことができる『まち
づくり』」の実現に向け、不特定多数の人が利用する施設について、最新の知見を反映した望
ましい施設整備の在り方を示すよう見直しを行いました。

12



改訂のねらい

ジェンダー、年齢、性別、国籍、障がいの有無、性自認、文化的背景の違いなど、社会を

構成する人々の多様性を尊重し、全ての人が共に暮らせるインクルーシブな社会づくりへの関

心が高まっています。このような状況を踏まえ、建築主・利用者・設計者など多くの県民に向け

て、「施設整備の意義」や「設計のポイント」などをわかりやすく紹介し、ユニバーサルデザイン

による「ひとにやさしいまちづくり」への理解を醸成することを目的としています。
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改訂の特徴

ポイント１

ユニバーサルデザインの基本的な考え方を施設ごとに整理し優良事例や具体的な

整備方法等を写真などで紹介

ポイント２

お年寄りや障がいのある方から集めた声や経験を紹介し、どこに問題があるのかを

分かりやすく提示

ポイント３

関係団体からのコラムを掲載し、整備の重要性をリアルに理解できるように構成
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ユニバーサルデザインの
基本的な考え方を施設ごと
に整理し、優良事例や具体
的な整備方法等を写真など
で紹介

ポイント１
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お年寄りや障がいのある
方から集めた声や経験を
紹介し、どこに問題がある
のかを分かりやすく提示

ポイント２
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関係団体からのコラムを掲載
し、整備の重要性をリアルに理
解できるように構成

ポイント３
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ホームぺージでの公表

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kenchiku/tetsuzuki/1010362/1024142.html
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御清聴ありがとうございます。
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